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令和８年度 根室保健医療福祉圏域連携推進会議 

（兼根室圏域地域医療構想調整会議）議事録 
日 時  令和８年（2026 年）６月11 日（木）１５：３０～１６：３０ 

Ｗｅｂ（Ｚｏｏｍ）開催 

出席者 ２９名（事務局１３名）別紙出席者一覧のとおり 

議 題 

１ 根室圏域の状況について 

２ 北海道医療計画根室地域推進方針の進捗状況について 

３ 重点課題「地域全体での医療従事者確保対策」について 

４ その他 

 

(開会) 

○近藤企画総務課⾧ 

それでは定刻になりましたので、ただいまから、令和 8 年度第 1 回根室保健医療福祉圏域連携推

進会議兼根室地域医療構想調整会議を開催いたします。 

本日、進行を務めさせていただきます。根室保健所企画総務課⾧の近藤と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

それでは、本会の開催にあたりまして、根室振興局保健環境部⾧の田口から一言ご挨拶を申し上

げます。 

○田口保健環境部⾧ 

根室振興局保健環境部⾧の田口でございます。会議の開催に先立ちまして一言ご挨拶申し上げま

す。よろしくお願いいたします。 

本日はお忙しいところ本会議にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

皆様方におかれましては、日頃からそれぞれのお立場で根室地域の保健医療福祉の推進にご尽力

いただいておりますことに深く感謝申し上げます。 

さて、中東地域の情勢悪化によりまして原油先物価格の高止まりが続き、道内でも、ガソリン価

格の高騰などの影響が顕在化しております。仕入れ価格や輸送、製造コストの上昇により、収益の

圧迫など、影響が出始めてるところでございます。 

また、先日通知させていただきましたが、医療用手袋の確保も難しくなり始めていることから、

国では、医療機関向けに、まずは医療用手袋約 5000 万枚を放出することとしております。 

このような中、皆様方の医療提供体制等におかれましても、中東情勢の影響が生じている事案が

ございましたら、保健所までご相談いただければと思っております。 

では、本日の予定ですが、初めに、根室圏域の状況について説明させていただき、次に北海道医

療計画根室地域推進方針の進捗状況につきまして、事務局から説明、その後に各市町村の関係機関

の皆様方から、昨年度の変更点など、取り組み状況についてご発言いただきたいと思っております。
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最後に、重点課題であります地域全体での医療従事者確保対策につきまして、説明させていただき

ます。 

⾧時間の会議となりますが、皆様方から忌憚のないご意見をいただければと思っております。 

終わりになりますが、今後も根室地域における保健医療福祉施策の推進を図ってまいりたいと考

えておりますので、引き続きご協力くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

以上簡単ではございますが私からの挨拶とさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

○近藤企画総務課⾧ 

それでは本日の会議は、根室圏域の状況について説明を行った後に、質疑及び意見交換を行いま

す。次に、北海道医療計画、根室地域推進方針の進捗状況について、皆様方からご報告をいただき、

質疑及び意見交換を行いたいと思っております。その後、重点課題、根室地域医療従事者確保事業

の取り組みについて説明を行い、質疑及び意見交換を行いたいと思います。 

遅くても 17 時までには終了したいと考えております。 

それでは、この先の進行につきましては、当連携推進会議設置要綱第三条第 3 の規定により、杉

木会⾧にお願いしたいと思います。杉木会⾧よろしくお願いいたします。 

○杉木会⾧ 

はい。皆さんこんにちは。 

議事進行を務めさせていただきます杉木でございます。皆さん大変お忙しい中ご参加いただきま

してありがとうございます。 

それでは、早速、次第に沿って進めさせていただきます。次第の 2、根室圏域の状況につきまし

て、事務局からご説明よろしくどうぞお願いいたします。 

○事務局 

では、資料１番、根室圏域の状況についてご説明させていただきます。 

まず、根室圏域の状況について、人口構造の変化や国保のレセプトを用いた、受動動向について

ご説明させていただきます。 

スライド 1 枚目をご覧ください。こちらは、人口構造の変化をグラフにしたものとなっておりま

す。根室管内の人口は、昭和 50 年をピークに減少に転じており、令和 32 年には 4 万 3401 人まで

減少し、ピーク時の半分以下となると予測されています。 

また、赤線の折れ線グラフは 65 歳以上人口の割合、つまり高齢化比率となっておりますが、当圏

域は道内でも高齢化比率の低い圏域とされており、高齢化率が 50％を超えるのはまだ先と予想され

ておりますが、令和 7 年現在では 33％、令和 32 年においても、44.1％と予測されております。 

スライド 2 枚目は、市町別の人口の推移となっております。根室市の総人口の推移を見ますと、

2025 年では、中標津町より 1000 人ほど人口が多かったのに対し、2030 年では逆転し、2050 年で

は 2025 年と比べて 1 万人も減少すると予想されております。下段の 75 歳以上の人口から、75 歳以

上の人口の割合を算出しますと、総人口に対する 75 歳以上の割合は、2025 年では、根室市が一番

高く 22％となっており、他 4 町は 10％台となっております。これが 2050 年では、羅臼町が 38％、
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次いで根室市が 32％、20％台で中標津町、標津町、別海町の順となり、根室圏域の中でも高齢化の

進み具合が、市町ごとに違うことがわかります。 

○杉木会⾧ 

すみません、事務局さんの音声がちょっと弱いような気がするんですけれども、もう少し大きな

声でお願いできますか。 

○事務局 

はい。聞こえますでしょうか。よろしいでしょうか。このぐらいの音声でよろしいでしょうか。 

○杉木会⾧ 

もうちょっと大きい方がいいですね。 

○事務局 

スライド 5 枚目は、令和 6 年度の病床機能報告と、保健所で把握している数字を示しております。

非稼働病床につきましては、地域医療構想推進シートにて報告しております通り、今後は急性期病

床としての開設が検討されております。 

スライド 6 枚目からは、令和 6 年度診療分のレセプトデータを活用した受療動向となります。デ

ータの数が豊富なため、要点を絞り、説明させていただきます。 

スライド 9 枚目をご覧ください。入院患者の流出状況となっております。下段の表は、縦に入院

患者の住まい、横に受診した医療機関の所在地となっております。根室市で見てみると、根室市に

住んでいる患者の 28.8％は、根室市の病院に入院しており、60.7％は釧路の病院に入院しているこ

とになります。圏域全体で見ても、釧路へ 65.9％と、入院患者の約 3 分の 2 が釧路圏域へ流出して

いる状況となっていることから、釧路圏域とは今後も連携した取り組みが必要になってくるかと思

います。 

スライド 10 枚目をご覧ください。こちらは外来患者の流出状況となっております。入院患者の流

出状況と比べて、自圏域内の受診割合が 7 割以上と高く、外来については、根室圏域内にある病院

等で、外来患者の診療が可能であることを示しております。 

スライド 11 枚目以降は、病気ごとの受療動向となりますので、お時間のある時にご覧いただけれ

ばと思います。 

少し飛びまして、スライド 23 枚目をご覧ください。こちらは先ほどご説明しました、入院患者の

受療動向を過去 5 年分のデータにて、経年で状況を示しております。入院患者は、令和 4 年を除き、

毎年 3 万 4000 人ほどおり、折れ線で示している通り、圏外流出については、7 割以上で推移してい

る状況となっております。 

次のスライドでは、それぞれの割合を示しております。 

25 枚目からは、各市、町ごとの状況となっております。 

スライド 28 枚目をご覧ください。こちらは、根室圏域の外来患者の受療動向の過去 5 年分のデー

タとなります。入院と同様に、大きな変化はなく、毎年 21 万から 22 万人ほどの外来患者がおり、

その 8 割程度の患者が圏域内の病院を利用されていることがわかります。 

スライド 33 枚目からは、5 疾病の入院患者の状況となります。 
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スライド 34、35 枚目をご覧ください。がん、脳卒中の患者のおよそ 9 割が圏外へ流出している状

況となっております。 

スライド 36 枚目以降の心疾患、糖尿病、精神疾患については、がんや脳卒中と比べて、患者数が

少ないため、圏外流出割合に多少の変動が見られますが、糖尿病では、およそ 6 割、心疾患と、精

神疾患は、およそ 2 割となっております。経年で見た際に、大きな変動がないことから、皆様方の

努力のおかげで、医療環境が維持されているかと思います。 

最後にスライド 39 枚目をご覧ください。こちらは、2 次 3 次医療圏域の人口 10 万人当たりの保

健師・助産師・看護師・准看護師の就業者数となります。棒グラフの点線で囲んでいる箇所を見て

いただくと、根室圏域の人数が全道平均を大きく下回っているのがわかります。 

ただし、スライド 40 枚目でご覧いただくとわかる通り、看護師、准看護師のみの人数で見てみま

すと、根室圏域は微増ではありますが、右肩上がりに人数が増えてきております。 

ですので、医療従事者の確保事業を今後とも継続し、医療に係る就業者数の増加を目指していき

たいと考えておりますので、引き続き皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

以上で資料 1 の説明を終わります。 

○杉木会⾧ 

どうもありがとうございました。ただいまのご説明に対してご意見、ご質問等ございますか。 

一番最後のスライドで人口 10 万当たりの看護師、准看護師数が根室圏域も増えてますよってこと

ですけど、逆に言うとそれだけ人口が減ってるってことですよね。看護師の割合が若干増えてるっ

てことだと思いますけれども。 

特にございませんか。 

よろしければ、次の次第に進みます。次第の 3 北海道医療計画根室地域推進方針の進捗状況につ

きまして、こちらも事務局の方からご説明よろしくお願いいたします。 

○事務局 

資料 2 の、北海道医療計画根室地域推進方針の進捗状況についてご説明いたします。こちらの資

料につきましては、令和 6 年 9 月に策定いたしました北海道医療計画根室地域推進方針の進捗状況

を取りまとめたものになります。 

スライド 1 枚目をご覧ください。まず、当方針について、再度説明させていただきます。策定年

月は令和 6 年 9 月、推進の期間が令和 6 年度から令和 11 年度までとなっており、令和 9 年 10 月に

中間見直しを実施する予定としております。 

なお、当方針の作成の趣旨としましては、北海道医療計画を推進するため、地域の実情に応じた

医療連携体制を構築し、円滑に推進するためとなっており、進捗管理につきましては、皆様からの

提出いただきました、進捗状況を入力いただいたデータを取りまとめ、随時連携推進会議に報告・

掲示していきます。 

スライド 2 枚目から進捗状況を確認していきますが、まず推進方針で定めるがん、脳卒中、心筋

梗塞、糖尿病、精神疾患の 5 疾病、災害、新興感染症、へき地医療、周産期医療、小児の 6 事業に、

在宅医療、その他感染症、難病、慢性閉塞性肺疾患、慢性腎臓病、歯科、地域センター病院、医療
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の情報化、医療従事者の確保の 8 分野の計 20 項目となります。こちらにつきましては、後程関係機

関の更新分等についてご報告いただいいただくことになっておりますので事務局からはトピックを

いくつかご説明させていただきます。 

スライドの 2 枚目をご覧ください。まずは、こちらはがんの医療体制になります。数値目標の部

分につきまして、がん検診の受診率では、肺、胃、大腸がんは、令和 4 年度では 7％であったのに

対して、令和 6 年度では 7％を切る数値となっており、乳がん、子宮がんは横ばいとなっておりま

す。 

スライド５枚目をご覧ください。特定健康診査の実施率ですが、全国の実施率がおよそ 60％に対

して、全道の実施率はおよそ半分となっており、さらに根室市は 16.0％と大きく下回っております。 

中高年世代の生活習慣病の予防を図るため講演会の実施や啓発活動を通して地域全体で、受診率の

向上に向けて引き続き取り組んでいきたいと考えております。 

少し飛びましてスライド 30 枚目になります。在宅医療につきましては、連携体制の充実を図るた

め、看護連携推進会議において、根室管内の現状や課題について、関係機関と意見交換を行ってお

ります。 

スライド 34 枚目では、感染症の予防のため、管内の医療機関や関係施設向けに結核についての正

しい知識や早期発見の重要性を伝えるための研修会を実施しております。 

事務局からは以上となります。 

○杉木会⾧ 

どうもありがとうございました。続きまして各関係機関の方からご発表いただく形でしょうか。 

北海道医療計画根室地域推進方針の進捗状況についてということで、各皆様からお話をいただき

たいと思います。 

まず、根室市からお願いできますか。 

根室市さんいらっしゃいますか。 

○市立根室病院 

市立根室病院の鳥井です。どうぞよろしくお願いいたします。 

推進方針への取り組み状況ということでよろしいでしょうか。これについてはですね、こちらの

方にも、資料の方もですね 26 ページですとか、そういったところにも載っていますけども、周産期

の医療体制ということで、当院の産婦人科の先生につきましては、常勤の先生 1 名と出張医という

ような体制で行っておりました。常勤医師につきましても、お年を召してきたこともございまして、

今後を見据えまして、常勤の産婦人科医師の招聘活動を進め、本年の 4 月に常勤の産婦人科の先生

が 1 名着任したところではありますが、この 2 名体制となったんですけども、7 月末で 1 名が退職

ということになりますので、結果的にですね、また 8 月以降 1 名と出張医の体制ということで、一

時的な 2 名体制ということでちょっと残念ながら、戻ってしまうということになってしまいました。 

また、先生の体制ではないんですけども。助産師さんの体制についてもですね、職員の病気休暇

ですとか、ご家族の転勤ですとか様々な理由ございますが、産科について、先生以外もですね、助

産師さんの人員体制の確保についても、進めていますけども苦慮しているような、状況になってい
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ます。 

こちらの方でいくとですね、DMAT の関係がちょっとございますけども、こちらについては 7 年

度のときに、スライドでいくと 23 ページですか。災害派遣医療チームの研修に 2 名の職員参加しま

して、うち 1 名は医師というようなことで、看護師 1 名とそれから医師 1 名ですね、ＤＭＡＴの研

修に参加して、体制の補充に努めていますけども、隊としてはですね、まだ、2 つの隊を作りたい

と思っていますが、現在のところでいくとまだ、人数的に 1.5 程度の隊員の編成しかまだできない

状況ですけども、引き続き希望者もございますので、災害派遣医療チームの整備を進めていきたい、

というようなことで考えています。 

経営的なところは皆さんと同じですけども、今の経済情勢に非常に厳しいというところ同じ状況

でありますけども、以上になります。 

○杉木会⾧ 

ありがとうございました。 

続きまして別海町さん、お願いできますか。 

○別海町 

はい。別海町です。 

別海町からはですね、3 点ほどお伝えをしたいと思います。1 つ目ですけれども生活習慣病の予防

対策に関することになります。スライドは 5 ページ目になります。特定健診の受診率ですけれども、

令和 7 年度は 37.3％でした。前年度の 37.6％から、ほぼ横ばいの状況になっています。今年度、令

和 8 年度につきましては、特定健診の受診を無料で受けられるようにしました。 

また、昨年度は町内 2 ヶ所の診療所のご協力によって、データ受領によるみなし検診者数が増加

しました。住民の自己負担の無料化と医療機関からのデータ受領件数の増加により、今のところ昨

年度と比較して、地域の受診者が増加傾向にあります。 

また、保健指導の取り組みに関しましては、生活習慣病の重症化におけるハイリスク者を対象に、

積極的に 2 次検診の受診を勧奨しました結果、受診者数が令和 6 年度と比べて 2 倍に増えました。 

また、令和 7 年度に、インボディという体成分分析装置を町で購入しまして、導入から半年あま

りになるんですけども、累計利用者数の方が約 200 人となりました。生活習慣病予防に取り組む方

もちろんなんですけれども、ジムに通っていらっしゃるような体づくりに関心のある方も含め、こ

どもから高齢者まで、町民の健康意識の向上に寄与していると思っております。 

2 つ目ですけれども、メンタルヘルスに関することです。スライドは 15 ページ目をお願いいたし

ます。自殺予防の対策として、令和元年度から札幌医科大学との協働による自殺予防対策を展開し

ているところですけれども、令和 7 年度は、町内の事業所や学校等を対象に、16 回の研修会等を実

施し、延べ参加者数は 370 人を超えました。 

また、同大学とともに、岩手県久慈町における自殺予防対策を現地視察しまして、地域ネットワ

ークの重要性について学びがありました。根室管内の取り組み状況としましては、研修会が開催さ

れているところであり、医療資源が限られる地域も含め、広域でのネットワークの構築が心と体を

大切にする風土の醸成に繋がると考えております。 
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また、鬱病等のメンタルヘルス対策として、臨床心理士による心の健康相談を実施しており、毎

年延べ 100 件程度の相談に対応しています。 

3 つ目は、こどもの発達支援に関することです。16 ページをお願いいたします。こどもの発達支

援につきましては、今年度、町立別海病院における発達精神外来及び町での 5 歳児健診を開始した

ところです。保育園、幼稚園小学校、教育機関等の連携により、発達支援体制の強化に向けて取り

組みを始めました。これまで釧路市と遠方へ通院していたこどもさんと保護者の負担軽減と、園や

学校等の集団生活における支援の充実を目指しております。 

別海町からは以上となります。 

○杉木会⾧ 

どうもありがとうございました。 

続きまして標津町さん、いらっしゃいますか。 

標津町さんはいらっしゃいますか。 

今、別海町さんお願いしましたので、町立別海病院の方何かご発言ございますか。 

いらっしゃる方がいらっしゃらないですかね。わかりました。 

中標津町さんお願いできますか。或いは、町立中標津病院の方でも結構です。 

お願いいたします。 

○事務局 

標津病院、標津と中標津につきましては、本日参加いただいております。 

○杉木会⾧ 

中標津町さん。標津町さん。ご発言ございますか。 

音声が今ちょっと聞こえてないような状況です。 

○事務局 

ちょっと音声の状況が何かよろしくないのか、音声が出てないそうですね。次に進みたいと思っ

ています。 

○杉木会⾧ 

はい、わかりました。ちょっと音声の具合悪いみたいですので、また状況が改善しましたら後程

お願いしたいと思います。 

それでは、次の次第の 4 に参りますね。重点課題、地域全体での医療従事者確保対策につきまし

て、こちら事務局の方からご説明お願いいたします。 

○事務局 

重点課題、地域全体での医療従事者確保対策についてご説明いたします。スライド 1 枚目をご覧

ください。今年度から、赴任された方や本会議に参加された方がおられると思いますので、改めて

振興局の独自事業についてご説明いたします。スライド左下に記載している通り、根室圏域の課題

としましては、医療従事者不足が問題であり、先ほど圏域の状況でも説明した通り、看護師の就業

者数は全道平均を大きく下回っております。そのため、振興局としましては、関係機関の皆様と協

力しまして、根室地域における医療従事者数の就業者数の増加を目指していく取り組みを行って参
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りました。 

スライド 2 枚目をご覧ください。本独自事業は、5 ヵ年を一括りとし、令和 7 年度が 5 ヵ年目で

あったため、次の 5 ヵ年で行う取り組みについて、本会議にて協議を行い、令和 8 年度以降の事業

として、小中学生も対象とした職業体験イベントを実施することとなりました。 

スライド 3 枚目をご覧ください。令和 7 年度までは、ターゲットを看護師を目指す高校生とその

保護者向けに、現役看護師の講話やグループセッション、看護体験を実施して参りました。令和 8

年度からの変更点としましては、看護士を目指す高校生向けの講話やグループセッションはそのま

まに、看護体験の部分を、医療職等も体験できる形に変更し、小学生や中学生も参加できるイベン

トとしました。 

スライド 4 枚目をご覧ください。今年の開催につきましては、6 月 21 日日曜日、13 時から 15 時

30 分、中標津総合文化会館しるべっととなっております。イベントのイメージは、スライド下の写

真の通りでこどもおしごと体験会では、実際に職員の方と一緒に仕事を体験していただきます。 

キラリ未来ナースでは、根室地域の看護師や、釧路の養成校などの講話を聞いたり、グループセ

ッションで進学や就職についての不安や疑問を直接質問していただくことで想像していたイメージ

と実際とを結びつけていただき、医療の現場をより身近に感じてもらうとともに、将来への意欲を

高めてもらうことを目的としております。 

実施内容について簡単にご説明いたします。スライド 5 枚目をご覧ください。こどもおしごと体

験会では、体験を通して、それぞれの年代ごとに伝えるメッセージがあり、小学生には医療職を知

ってもらう。中学生には、それぞれの職種に就くための進路イメージを知ってもらう。高校生や保

護者には、各市、町の修学資金の情報等を知ってもらうことを目的としております。 

スライド 6 枚目をご覧ください。来場者には、ガイドマップ等を配布し、各ブースでスタンプを

押してもらうスタンプラリー形式としています。 

スライド 7 枚目をご覧ください。5 月 21 日時点での申し込み状況は、スライドの通りで、本日現

在につきましては、97 名の申し込みが来ており、保護者も含めると、200 名程度の方の来場が予想

されております。 

スライド 8 枚目をご覧ください。看護師を目指す高校生向けのイベントである、キラリ未来ナー

スのプログラムとなります。こちらも関係機関より講話、グループセッションについてご協力いた

だいております。こちらは看護体験につきましては、キラリ未来ナース終了後にこどもおしごと体

験会へ合流していただき、看護体験を実施してもらうような、プログラム、スケジュールとなって

おります。 

スライド 9 枚目をご覧ください。キラリ未来ナースの申し込み状況についてですが、申し込み終

了時点で、スライドの人数から変わり、保護者 1 名の見学を含む、合計 21 名の申し込みがありまし

た。こちらは過去最多の申し込み状況となっております。こちらで紹介いたしました本事業の結果

等につきましては、事業終了後、改めてご報告いたします。 

以上で資料 3 の説明を終わります。 

○杉木会⾧ 
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どうもありがとうございました。この件につきまして何かご質問等ございますか。 

特にございませんでしょうか。 

先ほどご発言いただけなかった方達でご発言いただける方いらっしゃいますかね。 

○事務局 

資料 3 の説明につきまして、次第の 3 に今、今表示しております。 

中標津町さん、標津町さん、根室市消防本部さん、根室北部消防事務組合の順でご発言いただき

たいと思いますのでご準備のほどを願います。 

○杉木会⾧ 

ご指名の方は事務局にお願いしていいですか。お願いいたします。 

○事務局 

承知いたしました。 

そうしましたら中標津町さんが、ちょっと音声がちょっと出ないようですので標津町さんはいか

がでしょうか。 

そうしましたらちょっと飛ばさせていただきまして根室市消防本部様、いかがでしょうか。 

○根室市消防本部 

根室市消防本部警防課の酒井です。聞こえてますでしょうか。 

はい。よろしくお願いいたします。 

それでは根室消防本部からの、報告をさせていただきます。資料の 20 ページの方になりますが、

資料 20 ページの方の救急医療体制、こちらに関する進捗状況についてご報告させていただきます。 

まずはですね、普通救命講習の受講状況ですが、こちらにつきましては令和 7 年度の実績は記載

の通りなんですが、受講者数 201 名となっております。令和 6 年度と比較いたしまして、57 名の減

少となっています。 

こちらにつきましては、今後もですね、広報などを強化し、ＡＥＤの使用を含めた救急救命講習

会を、随時開催し、市民への知識普及と、受講者数の回復、増加に努めて参りたいと考えておりま

す。 

続きまして、救命士の救急救命士の配置状況についてでございますが、現時点の配置数は 19 名と

なっております。今後とも適正な人員配置の維持に努めまして救急医療体制の、安定化に向けて努

めて参りたいと思っております。 

根室消防本部からは以上であります。 

○事務局 

ありがとうございます。続きまして根室北部消防事務組合様お願いできますでしょうか。 

○根室北部消防事務組合 

根室北部消防事務組合消防本部の川端と申します。 

日頃より、各病院並びに関係機関の皆様におかれましては、当組合の救急業務に関しまして、ご

理解ご協力をいただき、ありがとうございます。この場をお借りしてお礼申し上げます。 

さて、当組合の昨年の取り組み状況といたしまして、資料 2 のスライド 26 枚目を表示願います。
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周産期医療体制についてですが、表中のエ、救急搬送体制の整備に関しまして、令和 7 年 5 月に、

町立中標津病院産婦人科医師及び助産師の方に講師を依頼しまして、当組合の救急隊員を対象とし

た、産科救急勉強会を開催いたしました。産科救急につきましては、症例数も少なく、救急退院と

しましては、苦手意識のある分野ですので、隊員にとっては、有意義な勉強会になったのではない

かと思っております。 

当組合からの報告は以上となります。 

○事務局 

ありがとうございます。続きまして町立別海病院様、お願いできますでしょうか。 

○別海町 

別海町の保健課なんですけれども、町立別海病院は、欠席かと思います。 

○事務局 

そうしましたら、中標津病院様、中標津町様、いかがでしょうか。 

ちょっと音声が難しいようですので、飛ばさせていただきまして標津町様いかがでしょうか。 

○標津町 

すいません標津町です。保健福祉センター次⾧の吉田と申します。申し訳ございません、来客対

応で席を外しておりまして申し訳ございません。 

私からは 1 点のみご報告させていただきます。スライドの 5 ページ、脳卒中の関係なんですけれ

ども、まず、健診なんですけれども、当初ですね、いろいろ保健師さんの電話勧奨等々でですね、

受診率というのは、令和 6 年度で 41.4％という状況でございます。引き続きですね、この特定健診

の受診率向上に向けて努めて参りますということとですね、脳卒中なんですけれども、今年の 4 月

の末に、新聞報道でもちょっと出させていただいたんですが、標津町ですね、脳血管疾患の死亡率

が全国平均の 1.8 倍とこれが道内ワースト 2 位ということで、令和 8 年度から、尿検査にですね、

尿中塩分検査の項目を 1 つ増やしてですね、脳卒中の原因である塩分の取り過ぎ、高血圧の予防に

努めていくと、この検査を令和 8 年度から取り組みを開始したということで、ご報告をさせていた

だきます。以上です。 

○事務局 

ありがとうございました。 

音声の関係でご発言いただけなかった機関様がありますが事前にご依頼させていただきました関

係機関様からのご発言、ご報告の方は以上となります。皆様ご協力ありがとうございました。 

○杉木会⾧ 

どうもありがとうございました。 

それでは、次第のその他になりますが、その他の議案或いは報告事項ございますでしょうか。 

皆様から特にございませんか。事務局からはございませんか。 

○近藤企画総務課⾧ 

はい。事務局からもありません。 

○杉木会⾧ 
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特にございませんか。 

それでは、以上をもちましてすべての議事が終了とさせていただきます。スムーズな議事進行に

ご協力いただきまして、ありがとうございました。 

○近藤企画総務課⾧ 

杉木会⾧どうもありがとうございました。 

構成員の皆様方も、本日お忙しい中、ご出席いただき、誠にありがとうございました。 

次回、第 2 回目につきましては、また改めて日程調整させていただきます。予定ですけども、次

回の会議は 9 月に行いたいと思います。 

本日はどうもありがとうございました。 

 


